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最新研究紹介        
■日本の「ものづくり」を支える経済産業省版人材育成 

近畿大学理工学部機械工学科教授 木口昭二 
 このたび、経済産業省が平成１７年度から実施する産学連携「製造現場の中核人材育成」プ 
ロジェクトに、近畿大学をナショナルセンターとするプログラム（初年度１．６億円、３年間総    
合計５億円；プロジェクトコーディネーター：理工学部木口昭二教授）が採択されました。 
 このプロジェクトは、日本の製造業を支えてきたもの 
づくりの強さを維持するため、自らが生産ラインのプロ

技術者であり、しかもラインや工場全体を統括できる中

核人材を育成する支援事業であります。今年度から３年

間募集の産学連携事業で、金型・鋳造などのものづくり

基盤、半導体や液晶などのエレクトロニクス系、ナノテ

クの基礎となる高度部材産業系など、多くの製造分野が

対象で、全部で３６件の人材育成プログラムが採択され

ました。 
具体的には、大学は産業界のニーズに基づいて、工学

に経営学や工場管理を組み合わせた従来にないプログ

ラムを開発し、製造メーカーと一体となって実践的なイ

ンターンシップを行うことが大きな特徴であります。 
日本のメーカーは、これまで高度な生産管理で国際競争

力を高めてきましたが、中国への生産移転などで若年技

術者の入社が減って高齢化が急進し、工場の中核人材が

減少しているなど、多くの問題をかかえています。今回

の取組で蓄積したノウハウは、これらの問題の解決を図

るとともに、他の中小企業にも活用してもらうことがね

らいです。 
 

 
今回採択された近畿大学のプログラムは「鋳造現場の

中核人材育成プロジェクト」で、全プログラムの中で予

算および規模とも最大であり、近畿大学をナショナルセ

ンターとして全国各地（拠点：関東、中部、近畿、九州、

協力：北海道、東北、中国）の拠点と連携して実施する

オールジャパン構想です。これに加えて、学会（（社）

日本鋳造工学会）、産業界（（社）日本鋳造協会）の全面

的なバックアップのもと、修了生への資格発行（S級ラ
イセンス）等のインセンティブ、資金的な支援も考慮に

入れた計画となっています。 
また、経済産業省の支援事業終了後の自立化方策とし

て、中小企業も気軽に参加できる研修拠点の形成も計画

されており、これには、事業に参画する（株）クボタ、

（株）トヨタ自動車などの大手企業、ならびにアイシン

高丘（株）、（株）木村鋳造所などの専業メーカー、さら

には川口商工会議所、川口鋳物工業協同組合、全九州銑

鉄鋳物工業組合および早稲田大学、名古屋大学、関西 
大学、大阪産業大学、長崎大学などの拠点の教育機関が

中核となって推進されることになっています。 
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■ SMBC 経営懇話会ビジネス交流会 

KLCの活動報告 
 三井住友銀行グループの主催による「SMBC 経営懇
話会ビジネス交流会」が 7月 7日、大阪国際会議場で開
催され、産学連携のきっかけを求めて本学を含む関西の
5私立大学と中堅・中小企業 135社が参加しました。本
学からは農学部重岡成教授による「未来型スーパー植
物」の講演、各学部からの 6出展、企業からの技術相談
受入れ 22 件、当日対応者 20 名と、参加大学中最大規
模で参加し、産学連携に対する積極的な取り組みを印象
付けました。またいくつかの技術相談は共同研究、委託
研究へと発展する方向で、引き続き検討が進められてい
ます。 
 シーズ紹介講演の様子 
■ ロボトレックス 2005 

「ロボトレックス 2005」は毎年行われているロボット 
の競技会「ロボカップ」と同時に行われたロボットテク
ノロジーに関する総合見本市です。この展示会は 7 月
13 日から 5 日間、インテックス大阪で行われ、本学か
らは理工学部機械工学科山本昌彦研究室・リエゾンセン
ター河島信樹研究室・株式会社ロボメカ研究所との産学
連携で共同開発された、世界初のレーザーエネルギー供
給型レスキューロボット「KUPM」が出展されました。
会場では実際にロボットにレーザーを照射して駆動さ
せるデモンストレーションが行われ、注目を集めました。

レスキューロボット展示の様子 
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■ 産業理工学部｢産学連携活動｣ 

産業理工学部の平成１６年度産学連携活動を表に示します。九州工学部を改組・転換して、１６年度から新し
く生まれ変わった産業理工学部は、「文理を越えた人間主義の工学－Humanity-Oriented Technology (HOT)」
をミッションとした教育と研究を進め、さらに大学本部主催の公開講座に加えて本学部独自の多彩な住学協同の
公開講座を開催するなどして、地域社会への貢献を目指しています。 

 
活動種別 平成１６年度実績 
産学官 
連携活動 

  

･e-ZUKAトライバレー産学官技術交流会(毎年一回) 
･e-ZUKＡトライバレー産学官交流研究会(ニーズ会－毎月一回)   
･第四回直方･近大産学官交流会(毎年一回 ) 
･(財)北九州産業学術推進機構主催の第四回産学連携フェア(毎年
一回)に出展、「バイオ環境修復」セミナー開催、受託研究企業の
成果発表      

住学協同 
活動 

 

･第１７期筑豊ゼミ(筑豊ムラおこし・地域づくりゼミナール) 
･いいづか環境市民会議自然環境部会で生物環境化学科教授陣が
市民活動を支援（生活雑排水浄化多孔質体の開発実験を実施、
１７年度も実施中） 
･建築・デザイン学科は補助金を得て「地域と学ぶ授業」で学生
と商店街住民が一体となり飯塚商店街活性化に取組んだ 

公開講座 
 

･経営コミュニケーション学科が主宰、飯塚市「市民交流プラザ」
にて毎月第四土曜日開催で９回実施、１７年度も実施中 
･学部主宰の公開講座を１７年度に７回実施予定   

知財活動 ･受託(寄附)研究２５(１)件、特許出願１０(累計４３、内国際特許４)件、技
術移転２１件 

特記事項 

 
 

･「飯塚(e-ZUKA)TRY VALLEY構想」で飯塚市、九州工業大学
と共に「経済産業大臣賞」(産学官連携功労者表彰)を受賞 
･高校に出張し、あるいは高校生を学内に招き、全５学科が参加
して講義を行う「出前講義」を実施、知と技術の最前線を紹介

  第 4回産学連携フェアの様子 

 
 
 
■パソコン電子出願の導入 
迅速かつ経済的な特許出願の推進のため、リエゾンセ

ンターでは本年６月、学内から特許庁に直接出願が可能
なパソコン電子出願の運用を開始しました。リエゾンセ
ンター内に設置されたパソコンに専用のソフトを載せ、
ISDN回線で特許庁に接続することにより、文書の自動
ルールチェック機能を含むオンライン出願や、出願後の
諸手続きが可能となっています。 
なお出願に際しては、文書や図面が HTML または

Word ファイルでほぼ仕上がっていることが必要です。
また出願人が本学単独、あるいは他の学校、企業、研究 
所などとの共同出願のものが対象となります。 
電子出願する特許は、特許事務所を通さずに手続きし
ますので、優先権主張や審査請求など各種の申請期限、
料金支払い期限の管理を自己責任で行う必要が生じま
す。このようなことの対応も含め、今後リエゾンセンタ
ーでは特許管理の拡充を図っていく予定です。 
 

 
 
 

 

 
KLCからのお知らせ         

 
■ 文部科学省産学官連携コーディネーター配置 

（平成 17年 7月 1日付） 
松本 守（まつもと まもる） 
薬学博士 
助成金申請支援、技術相談支援 
学外との技術連携支援 
専門分野：医薬、バイオ、健康食品 

大阪府の私学では 2人目の文部科学省産学官連携コー
ディネーターです。製薬会社で約 30年間、糖尿病薬、
肝臓薬や抗ウツ薬等の創薬活動を薬理的手法で研究開
発に従事していました。近畿大学では主に生命系の産学
連携を担当します。 
 

 
 
 
 

KLCのサイト更新情報 
・ 助成金･補助金情報ページ  ・KLC活動報告ページ
・ トピックス/イベント最新情報・KLCニュースページ
・ アクセスページ ・ホームページリニューアル 

KLC事務局：近畿大学総務部 
TEL：06‐6721‐2332、FAX：06‐6727‐4435 

E-mail：klc@itp.kindai.ac.jp  soumu@itp.kindai.ac.jp  URL：http://www.kindai.ac.jp/ 
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大大学学発発ベベンンチチャャーー企企業業のの紹紹介介                   


